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とやまの環境にやさしい農業
～未来につなぐ より良い農業をめざして～

【堆肥の施用】 【機械除草】 【防虫ネットの利用】

【緑肥作物の利用】 【マルチの利用】 【フェロモン剤の利用】

　本県の生物多様性を守り、地球温暖化を防ぐためには、堆肥などの有機物を活用した土づくりや化学肥料・
農薬の使用を低減する取組みが一層重要です。
　また、輸入資材の価格高騰や入手困難といったリスクへの備えにもつながります。
　県や農林水産省が実施している制度等を活用し、地域の条件やご自身の経営に合った取組みから始めて
みませんか。

みどり認定（20～ 30％以上減）

※１　エコファーマーマーク：県の認定を受けた農産物に表示できるマーク
※２　みえるらべる：農林水産省に登録された農産物に表示できるマーク
※３　有機JASマーク：有機JAS登録認証機関の認定を受けた農産物に表示できるマーク

特別栽培（50％以上減）

有機農業（100％減）

※2
※2

化学肥料と農薬の使用を低減する取組例

慣行栽培からの化学肥料と農薬の低減割合による分類イメージ

有機JAS認証取得

※3

※1

「みどり認定」「みえるらべる」の詳細は中面へ
各用語の解説は裏面へ



　みどり認定は、農林水産省の「みどりの食料システム戦略」の実現に向けた法律（みどりの食料システム法）
に基づく認定制度です。
　農業者は、環境負荷低減に向けた取組計画を作成することで、県の認定を受けることができます。

みどりの食料システム法の認定制度（みどり認定）
～環境にやさしい農業のファーストステップ～

・堆肥の施用、緑肥作物の利用、機械除草、マルチの利用、
防虫ネットの利用、フェロモン剤の利用など

①土づくり及び化学肥料・農薬の使用低減

②温室効果ガスの排出削減
・生分解性マルチの利用、施設園芸でのヒートポンプの導入、
バイオ炭の農地施用など

①エコファーマーマークを使用できます！
・「土づくり及び化学肥料・農薬の使用低減」の取組みによる認定申請と併せて
県へ使用届を提出することでマークを使用できます。

②さまざまな国庫補助金等の採択で優遇されます！
・計画認定を受けると、国庫補助事業の採択審査のポイントが加算されます。

③その他（環境への負荷低減に寄与する活動）
・水耕栽培など土壌を使用しない栽培での化学肥料・農薬の使用低減など

※ 以下①～③のいずれかの取組みで可（複数でも可）

※この他、設備投資の際の税制優遇や日本政策金融公庫の農業改良資金等の貸付けを
受けられます。
※また、農林水産省では、現在の環境保全型農業直接支払交付金の補助金制度を見直し
令和９年度より、みどり認定を受けた農業者を支援する制度の創設を検討しています。

新川農林振興センター 〒938-0801　黒部市荻生3200
 TEL：0765-52-0268　FAX：0765-52-3115

富山農林振興センター 〒930-0088　富山市諏訪川原1-3-22
 TEL：076-444-4521　FAX：076-444-4516

高岡農林振興センター 〒933-0806　高岡市赤祖父211
 TEL：0766-26-8474　FAX：0766-26-8475

砺波農林振興センター 〒939-1386　砺波市幸町1-7
 TEL：0763-32-8111　FAX：0763-32-8139

みどり認定の申請に関するお問合せ先

「みどり認定」
のメリット措置は

こちら

生分解性マルチを
利用した野菜栽培
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①
認定申請

②
計画認定

団体申請も可能です！

みどり認定を受けるメリット

みどり認定の対象となる取組み



環境にやさしい取組みの「見える化」
～「みえるらべる」で温室効果ガスの削減を「見える化」しませんか～

　農林水産省では、消費者に環境に良い農産物を選択してもらえるよう、温室効果ガスの削減率や生物多
様性保全への配慮を、農産物への星の数で表示できる「みえるらべる」を進めています。

【温室効果ガス削減の★表示】
★　　：削減貢献率５％以上
★★  ：削減貢献率10%以上
★★★：削減貢献率20%以上

具体的には、秋耕（水稲のみ）、堆肥、
緑肥、バイオ炭の施用などが削減貢
献率に反映されます。

対象品目：24品目
米、トマト（露地・施設）、きゅうり（露地・施設）、ミニトマト（施設）、なす（露地・施設）、ピーマン（露地・施設）、いちご（施設）、
ほうれんそう、白ねぎ、たまねぎ、はくさい、ばれいしょ、かんしょ、キャベツ、レタス、だいこん、にんじん、アスパラガス、
りんご、ぶどう（露地・施設）、日本なし、もも、温州みかん（露地・施設）、茶 ※括弧書きが無いものは全て露地のみ

【生物多様性保全の★表示】　※米のみ対象
★　　：化学肥料・農薬を地域の慣行レベルか

ら50%以上低減する取組み（特別栽培）
★★  ：「有機農業の取組み」もしくは「化学肥

料・農薬を地域の慣行レベルから50%
以上低減する取組み（特別栽培）＋畦
畔管理などの取組み」

★★★：「有機農業の取組み＋畦畔管理などの
取組み」

県農業技術課 〒930-0004 富山市桜橋通り5-13　富山興銀ビル10階
エコ農業推進係 TEL：076-444-8292　FAX：076-444-4409

「みえるらべる」に関するお問合せ先

「みえるらべる」の詳細はこちら

「みえるらべる」

「みえるらべる」の使用までの流れ



用語の解説

県農業技術課 〒930-0004 富山市桜橋通り5-13　富山興銀ビル10階
エコ農業推進係 TEL：076-444-8292　FAX：076-444-4409

環境にやさしい農業に関するお問合せ先

用　　語

みどり認定

特別栽培

有機農業

「みどりの食料システム法」に基づき、環境負荷低減に向けた取組計画を、県が認定
する制度

【みどり認定を受けることができる取組内容】
・堆肥等の施用による土づくり及び化学肥料・農薬の使用低減（地域の慣行レベルか
ら20～ 30%程度の低減が必要、特別栽培や有機農業の取組みを含む）
・温室効果ガスの排出削減（施設園芸におけるヒートポンプの導入など）
・水耕栽培など土壌を使用しない栽培での化学肥料・農薬の使用低減など

農林水産省の「特別栽培農産物に係る表示ガイドライン」に基づき、化学肥料・農薬
を地域の慣行レベルから50%以上低減した栽培法のこと

「有機農業推進法」に基づき、①化学肥料・農薬を使用しないこと、②遺伝子組換え技
術を利用しないことを基本に、農業生産に由来する環境負荷をできる限り低減した栽
培法のこと

「有機農産物の日本農林規格（有機JAS規格）」の内容（例：米や野菜は２年前（果樹
は３年前）から化学肥料・農薬を使用していないことなど）を有機JAS登録認証機関（第
三者認証機関）が認定し、認定を受けた農産物に表示できるマーク

エコファーマー
マーク

「土づくり及び化学肥料・農薬の使用低減」の取組みでみどり認定を受けた農業者が、
県へ使用届を提出することで農産物に表示できるマーク

農林水産省の「農産物の環境負荷低減に関する評価・表示ガイドライン」に基づき、
指定の算定シートを用いて入力した結果を農林水産省に提出することで農産物に表示
できるマーク
温室効果ガスの削減貢献率に応じてマークに★が付与
米についてのみ、追加指標として「生物多様性」の★表示が可能

【温室効果ガス削減の★表示】
★　　：削減貢献率５%以上
★★　：削減貢献率10%以上
★★★：削減貢献率20%以上

【生物多様性保全の★表示】
★　　：化学肥料・農薬を地域の慣行レベルから50%以上低減する取組み（特別栽培）
★★　：「有機農業の取組み」もしくは「化学肥料・農薬を地域の慣行レベルから50%

以上低減する取組み（特別栽培）＋畦畔管理などの取組み」
★★★：「有機農業の取組み＋畦畔管理などの取組み」

解　　説 詳細リンク

(農水省HP)

(農水省HP)

(富山県HP)

(富山県HP)

(農水省HP)

(農水省HP)

有機JASマーク

みえるらべる
具体的には
秋耕（水稲のみ）、堆肥、緑肥、バイオ炭の
施用などが削減貢献率に反映されます。


